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卒業式の前日には、卒業記念品贈呈式・表彰伝達式・同窓会入会式・卒業記念植樹式が実施さ

れました。 

【表彰】優良卒業生徒       3 年 7 組 高橋 茜 

    長崎県高等学校体育連盟  剣道部団体（男・女） 

                 2 年 6 組 小森田 渚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「「「「環境環境環境環境がががが人人人人をつくるをつくるをつくるをつくる。。。。そのそのそのその環境環境環境環境はははは人人人人がつくるがつくるがつくるがつくる。。。。」」」」    
 

 今から２０年ぐらい前になるが、文部省（当時）の中央研修のある講演で

「環境が人をつくる。その環境は人がつくる」という言葉を聞いた。その時

以来、私はいろいろな場面での「環境づくり」を強く意識するようになった。 

島高での環境づくりの試みの１つが本館１階の梅などの盆栽である。正面

玄関にはすばらしい老松がある。楓や笹、サボテンもあった。これはすべて本校の柿原

教頭先生のお父様が丹精込めて長年育てられたものである。校長室にも盆栽や鉢物を置

いている。植物の「緑」や花は私たちの心を和ませてくれる。自然と心が落ち着いてく

る。生徒たちの学校生活に少しでも潤いを与えたいと考えている。 

 第６１回生の卒業記念の１つが本館北側の植栽である。環境整備が行き届いた島高の

中で、昨年赴任以来その場所だけが殺風景で気になっていた。そこで、３年生にお願い

し、卒業記念庭園として植栽した。槙、ヤマボウシ、楓（赤）、桜（正門左側に３本）

などを植えた。実は「子ども２人が島高にお世話になったから」と予 

算を度外視した植木屋さんのご厚意である。嬉しいかぎりである。気 

になっていた場所も癒し・やすらぎの空間となった。これで今まで以 

上に島高生の心が豊かになるものと思う。 

４４４４月月月月のののの主主主主なななな行事予定行事予定行事予定行事予定    
    

３日（金）新入生オリエンテーション・部紹介 

６日（月）～７日（火）登校自学(新２・３年生) 

８日（水）始業式・入学式 

９日（木）～１０日（金）校内実力テスト(２学年)・ 

実力模試(３学年) 

１１日（土）土曜講座①(３年)・ 

１・２年スタディーサポート 

１３日（月）２・３年生早朝補習開始 

１４日（火）１年雲仙合宿研修（～１７日） 

１７日（金）公務員模試① 

２０日（月）１年早朝補習開始 

２４日（金）歓迎遠足 

島高だより 

平成 20 年度 3 月号 

(通巻第 36 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長室から 

校長 辰田幸敏 

感謝感謝感謝感謝のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを忘忘忘忘れずにれずにれずにれずに 
３学年主任 酒井俊治 

ヤマボウシの花 

答辞（山下 翔） 送辞（大浦 早貴） 

同窓会入会式 各  種  表  彰 
卒業記念植樹式 

本館北側 

 ３月１日(日)、平成２０年度「卒業証書授

与式」が本校アリーナで行われ、第６１回

生２６９名(普通科２３０名、理数科４期生

３９名)の一人ひとりに卒業証書が授与さ

れました。第６１回生のみなさん、卒業お

めでとうございます。保護者の皆様、ご苦

労様でした。 

 この３年間は厳しく楽しい日々だったと

思いますが、「島高で成長できたこと」が

今後の人生できっと誇りになるでしょう。

世のため人のために貢献できる人材へと成

長するために、まだまだ愚か者である私達はますます精進の日々が続きます。人との繋

がりを大切にし、自分を信じ、多くのサポートに感謝の気持ちを忘れずに歩いていきま

しょう。 

 さて、第６２回生、第６３回生の皆さん、学習や部活動で目標を高く掲げ、その達成

に向け邁進していますか。日々の生活を見つめ直し、しっかりと歩んでいきましょう。

次は君達の番です。もっと大きく成長し、この島高を巣立っていって欲しいものです。 

保護者代表挨拶 
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○剣道部剣道部剣道部剣道部 

第３１回長崎県下女子剣道大会（1/25）  

高校生個人の部 優優優優    勝勝勝勝 小森田 渚 

  第２位  平石ゆいこ 

  第３位  岩本 礼可 

第２５回九州高等学校選抜剣道大会（2/15） 

男子個人 優優優優    勝勝勝勝  大坪 学嗣 

女子個人  第２位 小森田 渚 

○美術部美術部美術部美術部 

第５２回西日本読書感想画コンクール長崎県予選 

優良賞 稲田 真也        （12/1） 

 亀本すみれ 

佳 作 大場 鈴己 

 永田ちひろ 

 山口 沙織 

 

 

保健部 西門耕二 

ボボボボ ララララ ンンンン テテテテ ィィィィ アアアア 

主主主主なななな部活動実績部活動実績部活動実績部活動実績 

小小小小・・・・高高高高・・・・地域連地域連地域連地域連携携携携 平成 20 年度卒業生 

大学等合格状況(中間報告) 

 

○レスリングレスリングレスリングレスリング部部部部 

第４４回全九州高等学校レスリング新人選手権大会 

学校対抗戦 第３位         （2/15） 

個人対抗戦 優優優優    勝勝勝勝 ７４kg 級 村上 貴之 

優優優優    勝勝勝勝 ９６kg 級 馬場 貴大 

第３位 ６６kg 級 松本 喜朗 

第５位 ５５kg 級 伊藤  駿 

第５位 ５０kg 級 吉田 拓郎 

○そのそのそのその他他他他 

第５４回青少年読書感想文長崎県コンクール（1/8）  

自由読書の部 優良賞 北島 靖佳 

第２８回全国高校生読書体験記コンクール(1/26) 

優良賞 末吉友紀穂 

入 選 小松 智美 
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ガムをはがすのって大変！ 
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グループ別に整列 第一小の門の前で解散 さあ、きれいにするぞ！ 

理数科理数科理数科理数科 2222 年年年年    

3 月 18 日（水）に課題研究の発表会がありました。2 年生が 1 年間研究

に取り組んできた事を理数科 1 年生や職員の前で発表しました。審査員とし

て九大地震火山観測所から２名来ていただきました。 

今年のテーマは以下のとおりです。 

「折り紙」  「黄金比」 

「垂木台地の植生と季節ごとの変化を調べる」 

「根だけで雑草は生えてくるのか」 

「太陽光を用いたエネルギー削減」 

「メッキとサビの研究」 

「火山が水質に及ぼす影響」 

 

今年の最優秀賞は「根だけで雑草は生えてくるのか」でした。 

主な合格校 
（現役のみ） 

活発な質疑応答 

 

 

 

 

進路 指 導主 事  相 川保 彦  

 平成２１年度国公立大学前期入試合格発表も終わり、今年度の上級学校等合格者数の中

間まとめができる段階になりました。現役生（６１回生 推薦入試およびＡＯ入試を含む）

の合格状況を記載します。なお、国公立大学および就職は実合格者数、他は延べ合格者数

です。中・後期入試結果を含めた最終合格者数は次号で報告いたします。 

○大学･････国立大学１０６名 公立大学９名 準大学３名 私立大学１９２名 

○短大･････公立短大１名 私立短大４名 

○他進学･･･高等看護学校１３名 専門学校１２名 

○就職･････公務員１名 自衛隊２名 民間企業４名  家業１名 

 

 

＜＜＜＜国立大学国立大学国立大学国立大学＞＞＞＞    

  北海道大１名 筑波大２名 東京工業大３名 神戸大２名 岡山大５名(薬学部１名) 

 広島大８名 山口大５名 九州大９名(薬学部１名) 福岡教育大４名 

 長崎大１３名(薬学部１名) 熊本大１６名(薬学部１名) 佐賀大６名 大分大６名 

  宮崎大１名 鹿児島大２名(歯学部１名)  

＜＜＜＜公立大学公立大学公立大学公立大学・・・・準大学準大学準大学準大学＞＞＞＞    

 福岡県立大２名 長崎県立大４名  熊本県立大１名 防衛大学校３名 

＜＜＜＜私立大学私立大学私立大学私立大学＞＞＞＞    

 早稲田大２名 上智大１名 明治大５名 中央大８名 立教大２名 法政大２名 

 津田塾大３名 東京理科大５名 東京女子大３名 学習院大１名  

 同志社大３名 立命館大３名 関西大６名 関西学院大２名 西南学院大２１名 

 福岡大１４名 中村学園大５名 長崎純心大８名 活水女子大９名 
 

 ２月２５日水曜日、学年末考査終了後、第一小学校と合同で地域清掃ボランティアを実

施した。本校２年生と第一小学校の４・５年生が一緒のグループを作り、小学校校区内の

市街地及び島原城の清掃を、本校１年生はアーケードのガム取り作業を中心にした清掃活

動を行った。 

 小学校との連携活動は初めての試みであったが、おおむね楽しく活動ができたようであ

る。２年生は小学生との交流、１年生は商店街の方たちとの交流をメリットとして挙げた

生徒が多かった。ただ、雨が降り出したため早く切り上げなければならなかったのは残念

である。 

 改善を要する点として、①実施時期の検討、②清掃分担区域の工夫、③道具の不足、④

雨天時の生徒への配慮、などが挙げられる。次年度以降も今回の反省を踏まえ、継続して

実施したい。 


